


































































生化学検査係 長 谷 芳 則 河原林 治 朗


















































◆ 多項目自動血球分析装置（S ysmex社 XS -
1 0 0 0 i）について


































生理検査係 猪 狩 寿 子
最近の超音波診断装置の著しい進歩に伴い、超音波検
査は血管疾患にも有用な検査法となり現在では広く用い
られている。従来造影検査が主流であった深部静脈血栓
症（以下 DVT）の診断法も最近では非侵襲性、即時性に
優れている超音波検査が第一選択の検査となりつつあ
る。
当院でも下肢の腫脹・疼痛などから DVTを疑い下肢
静脈エコーを依頼する件数が増加しつつある。DVTの
超音波診断について検査法、超音波像を示し、検査デー
タをまとめ報告した。
DVTは深部静脈に血栓を生じる疾患で、ほとんどが
下肢に発生する。還流障害をきたすとともに、血栓が遊
離すると重大な合併症である肺血栓塞栓症（以下 PE）を
引き起こす。PEの塞栓源の９割が DVTであると報告さ
れている。
静脈は変異が多い、圧迫により容易に扁平化する、血
流が遅いなど特徴があるため、プローブによる圧迫法、
呼吸やミルキング法（血流誘発法）などの技術を習得し、
横断走査と縦断走査で丹念に観察することが肝要であ
る。
静脈に血栓ができると拡張し、圧迫による変形が見ら
れなくなる。カラードプラー法では血栓の存在する部位
の血流が欠損する。中枢側から末梢側に向かって、圧迫
と解除を繰り返しながら静脈の変形の有無、血管径の拡
張の有無、血流の有無を観察していく。
検査を開始した平成19年４月～平成20年９月までの
件数は86件、循環器科からの依頼が48件と最も多かっ
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